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Ⅰ．はじめに 

 シミュレーション看護教育は、現在欧米に普及しつつあり、質の高い看護教育を実践するひと

つのツールとして高く評価されつつある（Michael A, et al, 2004）。高度再現度（High-fidelity）

シミュレータは、最も実際の患者の状態に近い再現ができ、意図した状況でより臨床に近づいた

体験が出来、自信を深める事が可能である（Michael A, et al, 2004 ）。 

 「シミュレーション看護教育」は看護実践能力の向上のために必要な知識・技術だけでなく、

[non-technical-skill]すなわち、精神運動領域である観察力、判断力、実行力、チームワーク、

リーダーシップ、ストレスマネジメント能力向上が期待できる。 

Ⅱ．目的 

本研究の目的は、「患者安全（Patient Safety）＝患者の命を守る」を達成する「人・チーム」

の看護教育システムを開発することを目的とする。具体的には、高度化・複雑化する医療のなか

で、質の高い安全な医療の実践家養成のために「さまざまな症状や徴候を再現する高度再現度シ

ミュレータ(高性能人体モデル人形)」を用い、患者安全が確保できる「シミュレーション看護教

育システムの開発」を目指す。 

Ⅲ．研究の経過 

１．ハワイ大学におけるシミュレーション看護教育 ワークショップの企画助言 

日本の看護教員・指導者を対象としたシミュレーション看護教育ワークショップの企画運営に

対する助言をおこなった(８月２６・２７日実施)。 

シミュレーション医療教育の基本的な考え方および実践を含み、２日間のプログラムを展開し

た。今回の企画では、シミュレーション看護教育そのものが初めてである参加者が多かったこと、

臨床看護を離れた期間が比較的長い教員が対象であったことから、事例として用いたシナリオが

難しかったこと、シミュレーション看護教育の基本的な考え方を日本語通訳で示すには限界があ

ったことが課題となった。 

２．シナリオを用いた教育の展開 

学生及び臨床の看護師を対象とした教育プログラムの展開を予定していたが、震災のためその

成果の確認が出来なかった。 

Ⅳ．成果及び考察 

シミュレーション看護教育の基本的な考え方、および日本におけるシミュレーション看護教育の現



状について、学会あるいは講演会によってその考え方を示した(後述のとおり)。 

今後は、シミュレーション看護教育プログラムとしてシナリオをベースとした教育プログラムのデ

ータを集積し、その成果をまとめ国内外に誌上発表する事が課題である。 
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